
男 	25,540人 

女 	27,275人 

世 帯 数 14,670 

（昭和58年 4 月1日現在）住民基本台帳から 

市 の 人 ロ 

52,815人 

① 	青森県五所川原市字岩木町12 	 〔毎月2回・1日・15日発行〕 
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酬Il 

春のクリーン作戦が 4 月21日行われました。 

国道339号線と駅通りの交差点である旧ロータリ 

ーを基点に、敷島町五能線踏切から栄町交差点の間で 

側溝からあげた泥の運搬作業を行いました。 

この日の作業には、森田市長をはじめ町内会など42 

名が参加し、ダンプやショベルカ-9台が出動しまし 

た。 

森田市長が「みんなで美しい街づくりをして行かな

ければならない」 と述べた後、 2班に分かれて泥やゴ

ミを次々にダンプに積み上げ、汗を流していました。 



市
で
は
、
上
水
道
第
四
次
拡

張
工
事
の
一
環
と
し
て
、
元
町

浄
水
場
の
取
水
塔
及
び
水
管
橋

築
造
工
事
を
行

い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
工
事
期
間
中
大

型
車
両
や
ミ
キ
サ
ー
車
が
別
図
 

の
路
線
を
通
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
地
元
の
皆
さ
ん

に
は
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
上
水
道
事
業
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

口
受
付
期
間
 
受
け
付
け
は
、
 

年
間
を
通
じ

て
行
っ
て
お
り
ま

す
。
 

ロ
応
募
資
格
 
日
本
国
籍
を

有
し
、
採
用
予
定
月
の
一
日
現

在
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満

の
男
子
。
 

ロ
試
験
期
日
及
び
場
所
 

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

ロ
待
過
そ
の
他
 

採
用
の
日
を
も
っ

て
二
等
陸

士
、
二
等
海
士
、
二
等
空
士
に
 

任
命
さ
れ
ま
す
。
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
 

青
森
地
方
連
絡
部
五
所
川
原
 

募
集
事
務
所

（
。
⑩
2
3
0
5
 

番
）
 

カ俳
句
の
散
歩
み
ち
4
 

ロ
と
き
 
五
月
一
一

十
八
日

（
土
）
午
後

一
時
三
十
分
か
ら

ロ
と
こ
ろ
 
市
中

央
公
民
館
 

ロ
演
題
 
俳
句
の

散
歩
み
ち
 

ロ
講
師
 
三
上
清

蔵
氏
（
元
小
学
校
長
）
 

隣
り
近
所
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
多
数

お
い
で
下
さ
い
。
 

1

2
等
陸

・
海
・
空
士
 

自
衛
官
を
募
集
ー
 

市
長
ら
人

工
授
粉
作
業
を

激
励
 

、、よい実がなりますように、、 

り
ん
ご
の
人
工
授
粉

が
最
盛
期
を
迎
え
た
五

月
四
日
、
森
田
市
長
、
 

中
村
市
農
協
組
合
長
ら

が
長
橋
、
七
和
、
梅
沢

地
区
の
生
産
者
を
巡
回
、
 

激
励
し
ま
し
た
。
 

福
山
の
斎
藤
浩

さ
ん

方
で
は
、
例
年
よ
り
十

日
早
く
開
花
し
た
ふ
じ

の
人
工
授
粉
に
精
を
出

し
て
い
ま
し
た
が
、
森

田
市
長
も
綿
捧
を
手
に

ひ
と
つ
ひ
と
つ
授
粉
，
 

「
人
手
不
足
の
お
り
、
 

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
」
 

と
励
ま
し
ま
し
た
。
 

市民講座を開催 

工事現場 
本 

一
元
町
浄
水
場
の
取水
施
設
工
事
を実
施
一
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利用している 

ときどき利用している 

利用したことがない 

1 1.5% 
	

文化の高いまちである 

多くのすぐれたものがある
が十分いかされていない 

とくにみるべきものがない 

次にあげる娯楽的な施設でいちばんほしいと思

うものをーつ選んで下さい。 

問 7 

間 8 あなたは五所川原の文化についてどのように考

えていますか。 

間6-1 それでは（3）と答えた人におたずねします。 

次のうちからあなたの考えに近いものをーつ選

んで下さい。 

問 9 次にあげる文化的な施設で将来利用したいとい

うものを 1つ選んで下さい。 

1. ~ 37.0％ ~ 37.0 % 屋内市民プール 
1. 16.5％美術館 

2. I I 21.6 % 21.6％ 武道館 
2.  14.3％屋外公会堂 

3.  l 9.5％ 9.5 % テニス・バレーボール場 

4 コ 6.9％ 6'9% サイクリングロード 
3 23.6% 郷土館 

5. ~ 11.1％ フィールドアスレチック 1. 17.5％市民文化ホール 

6.] 2.7 % 2.7％ ゴルフ場 1. 10.2％博物館 

7.  1 11.9％ 

l2.5% 12.5% 

交通公園 

鷲曹讐篇リフトの 

1. 13.2％水族館 

8.  I 

44.9% 

16.3% 

明
る
い
ゆ
た
か
な
 
シ

リ
ー
ズ
③
 

わ
ガ
ま
ち
つ
く
る
う
 

市
民
ァ
ン

ケ
ー
ト

調
査
 

社
五
所

川
原
青

年
会

議
所
 

間 6 あなたは五所川原市の体育施設を利用したこと

がありますか。 

20.0% 

6.4% 

2.8% 

ニ
 

だれでも気軽に楽しめる
施設がない 

手続きの仕方がわからない 

利用に際して手続きが
めんどうだ 

機会がない 

19 . 1％ 文化の低いまちである 

17.2％ わからない 
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囲園圏固囲圏圏目囲日囲圃圏 
研修内容 

回数 月日 フ一 	・ー 	マ 指 導 者 研 修 方 法 

1 6 ・8 開講式 今後のすすめ方に
っいて 私の子ども時代 高 橋 民 一 

NHK 
おかあさんの勉強室 

2 6 ・22 親の役割・先生の役割 I1 1, 

3 7 ・6 図工のにがてな子 藤 田 明 夫 I, 

4 7 ・20 偏 	食 	（ 1) 桜 庭 広 次 RAB親の目子の目 

5 8' 24 偏 	食 	（2) I' /1 

6 9 ・ 7 子どもの健康 I! 

7 9 ・21 健康なのにおかしいな 大 谷 美 代 I1 

8 10・ 5 いじめっ子いじめられっ子 I, NHK 
おかあさんの勉強室 

9 10・19 子ども会活動のあり方 今 	ト 	シ 16mmフイルム 

10 11・ 2 .S、るさとの歴史をさぐる（1) 成 田 不二雄 
NHK 
ふるさとの歴史紀行 

11 11・17 
子一どものあそひ一 

―三阜ミしい世界一 奈 良 キクエ 
NUK 
おかあさんの勉強室 

12 12・ 7 ．ふ、るさとの歴史をさぐる（2) 西北教育事務所員解説員 青森市 3 回分 6 時間 

13 12・14 
子どもの遊び 

ひろがる仲間ー 奈 良 キクエ 
NHK 
おかあさんの勉強室 

14 1・11 」、るさとの民俗と信仰（1) 小 館 衷 三 
NHK 
ふるさとの歴史紀行 

15 1・25 ふるさとの民俗と信仰（2) 'I I, 

16 2'1 
本好きな子に育てる 
本の選び方・読ませ方 奈 良 キクエ 

17 2 ・ 8 閉講式 1年間の反省 山 本 淳 子 会食 2 回分 4 時間 

主 催 青森県教育委貝会（主管 

西北教育事務所） ・五所川 

原市教育委員会 

開催場所 市中央公民館 

実施期間 6 月～昭和59年 2 月 

実施時間 午前10:00～正午 

参加範囲・参加対象 西北五地方に在 

住の子どもをもつ親 

定 員 40名程度 

研修テーマ 

活力のあるふるさとづくりを考える 

ー親と子の生き方をさぐる― 

申込み先 037 五所川原市岩木町12 

市教育委貝会社会教育課へ 

(ff01730り2111内線250) 

締切り 5 月31日 
	
、 

受講希望者は、お名前と日 

頃悩んでおられることや疑 

問点を箇条書きにして、提 

出してください。 

受講料 無料（ただし、材料代につ 

いてはいただきます。） 

そ の他 〇期日、テーマ、学習内要 

等が場合によって変更に 

なることもあります。 

〇修了者には、修了証を交 

付します。 
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無料、秘密を守ります 

なやみ・心配・困りごとのご相談は 

市民相談室をご利用下さい 

市庁舎正面玄関から 2 階にのぽって左側

に市民相談室を常時開設しています。 

◆交通事故の問題 

◆人権に関する問題 

◆心配ごとの相談 

◆役所の仕事でわからないこと、改めて 

ほしいこと、離婚や扶養に関する家庭 

問題 

などに次の専門家が当っております。 

●毎週水曜日は、社会福祉協議会相談貝 

2 人 

●毎週金曜日は、五所川原人権擁護委員 

1人 

●毎月第 2.4 水曜日は、県交通事故相談員 

（場所‘市民文化会館別館 2 階） 1人

なお、行政相談貝 

（坂本甚作氏廿⑩3 0 4 8 番） 

（成田栄一氏廿⑩3 028 番） 

は随時相談に応じています。 

犯
罪
で
知
っ
て
い
る
こ
と
は
通
報
し

て
下
さ
い
 

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
 

り
、
 マ
ス
コ
ミ
の
協
力
を
得
て

公
開
手
配
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
事
件
に
つ
い
て
見
た
り
、
 

聞

い
た
り
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
 

ぜ
ひ
通
報
し
て
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

無
関
心
、
わ
ず
ら
わ
し

い
こ
と

に
は
か
か
わ
り
た
く
な
い
と
い

っ
た
風
潮
が
強
く
な
っ
て
き
て

い
る
た
め
、
事
件
解
決
の
た
め

重
要
な
「
カ
ギ
」
と
な
る
「
聞
 

■

聞
き
込
み
に
ご
協
力
を
■
 

昭
和
二
十
四
年
六

月
一
日
に

人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
、
 

国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し

見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ

る
人
権
の
番
人
の
機

関
が
誕
生

し
ま
し
た
。
 

こ
れ
が
人
権
擁
護
委
貝
に
よ

る
人
権
擁
護
委
貝
制
度
の
始
ま

り
で
す
。
 

全
国
の
人
権
擁
護
委
貝
は
、
 

六
月
一
日
む
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
 
と定
め
、

こ
の
日
を
中

心
と
し
て
み
な
さ
ん
と
と
も

に
、
 

一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発

に
励

む
こ
と
を
申
し
合
わ

せ
て
い
ま

す
。
 

あ
な
た
の
街
、
村
に
は
、
市

長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人
権
擁
護

委
員
が
お
り
ま
す
。
 

相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守

ら
せ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

▽
田
町
 
尾
崎
正
雄

（
。
⑨

2
6
2
4
)
 

▽
鎌
谷
町
 
石
井
福
太
郎
（
 

。
⑩

3
4
8
0
)
  

▽
吹
畑
 
佐

々
木
初
海

（
。
 

国
3
1
7
7
)
 

▽
野
里
 
小
笠
原
徳
一
 
（
。
 

O
3
0
6
1
)
 

▽
柏
原
町
 
鎌
田
嘉
兵
衛

（
 

。
⑩

2
5
6
8
)
 

▽
元
町
 
山
谷
清

（
。
⑩
3
 

0
3
5
)
 

犯
罪
は
、
人
目
に
触
れ
ず
に

行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
 

ま
た
犯
罪
者
は
皆
さ
ん
の
目
か

ら
完
全
に
隠
れ
て
生
活
し
て
い

る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

犯
罪
者
の
周
囲
に
は
、
き
っ

と
皆
さ
ん
の
目
や
耳
が
あ
り
、
 

犯
行
そ
の
も
の
や
犯
罪
者
の
姿

を
多
く
の
人
が
と
ら
え
て
お
り

ま
す
。
 

最
近
の
事
件
で
は
、
熊
本
県

で
発
生
し
た
女
子
高
校
生
殺
人

事
件
や
御
殿
場
市
で
発
生
し
た
 

▽
敷
島
町
 
磯
野
房
枝
（
。
 

⑨

2
7
9
8
一
 

外
国
人
殺
人
事
件
を
皆
さ
ん
の

通
報
に
よ
っ
て
解
決
し
て
お
り

ま
す
。
 

警
察
で
は
こ
う
し
た
地
域
の

人
々
の
協
力
を
得
る
た
め
、
平

素
か
ら
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
 

ア
パ
ー
ト
、
 マ
ン
シ
ョ
ン
が

増
え
た
た
め
、
近
く
に
住
ん
で

い
て
も
顔
も
知
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

し
か
も
、
他
人
の
こ
と
に
は
 

国
税
モ
 
ニ
タ
 

五
所
川
原
税
務
署
は
、
昭
和

五
十
八
年
度

の
国
税
モ
ニ
タ

ー
 

を
次
の
方
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
 

モ
ニ
タ
ー
は
、
国
税
に
対
す

る
納
税
者
の
意
見
、
要
望
、
苦

情
な
ど
を
税
務
行
政
に
反
映
さ

せ
、
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め

毎
年
、
民
間
人
に
委
嘱
し
て
い

る
も
の
で
す
。
 

工
藤
武
幸

（
五
所
川
原
市
唐

笠
柳
）
山
本
武

（
同市
本
町
）
 

飛
島
達
雄

（
同市
大
町
）
高
橋

順
造

（
木造
町
有
楽
町
）
川
嶋

源
三

（
同
町
清
水
町
）
 

き
込
み
」
が
非
常
に
難
し
く
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
 

警
察
で
は
、
協
力
を

い
た
だ

い
た
方
に
、
絶
対
ご
迷
惑
を
か

け
な

い
よ
う
十
分
配
慮
し
て
い

ま
す
。
 

犯
罪
捜
査
の
た
め
、
捜
査
貝

が
聞
き
込
み
等
で

お
伺
い
し
た

際
に
は
、
積
極
的
な
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

捜
査
活
動
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
信
頼
の
う
え
に
立
っ
て
、
 

は
じ
め
て
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
 

今
後
と
も
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
、
ご
要
望
に
沿
っ
た
捜
査

活
動
を
し
ま
す
の
で
、

い
っ
そ
 

ー
を

委
嘱
 

廿
図
書
を

寄
贈
【
 

図
書
館
に
対
し
貴
重
な
図
書

資
料
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
社
会
福
祉
法
人
「
若
菜
会
 

」
 
（
前田
野
目
）
、
唐
崎
新
三

郎

（
十
和
田
市
西
二
番
町
）
、
 

飛
島
泰

（
雛
田
）
、
野
村
真
理

子

（
本
町
）
、
今
敏
枝

（
旭
町
 

）
、
広
田
美
雪

（
新
町
）
 

（
敬
称
略
）
 

う
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
警
察
署
）
 

マ
マ
さ
ん
卓
球
 

参
加
者
を
募
る
 

若
さ
と
健
康
を
保
つ
た
め
、
 

現
在
十
七
人

の
会
貝
が
練
習
に

励
ん
で

い
ま
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

ロ
練
習
日
 

毎
週
木
曜
日
午

前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
 

ロ
場
所
 

市
民
体
育
館

（
サ

ブ
体
育
館
）
 

ロ
連
絡
先
 
市
内

若
葉
三
丁

目
八
の

一
七
 
竹
林
厚
子

（
。
 

@
5
7
3
4
番
）
 

主
催
 

マ
マ
さ
ん
卓
球
愛
好

会

（
花
田
美
佐
子
会
長
）
 

▽
鳥
森
 
白
戸
良
徳

（
。⑩
 

6
9
0
7
)
 

▽
鎌
谷
町
 
木
村
資

（
。
＠
 

2
4
9
3
)
 

（
敬
称
略
）
 

r
 



青
少
年

の
健
全
育
成
を
考
え
る
 

「親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
」
 

倉
略
  家
笹
 
沢
 
左
 
保
 

溝
 
口
 
泰
 
男
 

日
 
時
 五
十
八
年
五
月
ニ
十
八
日
出
 

・

午
後
六
時
開
場
 

・

六
時
半
開
演
 
九
時
終
了
 

場

所
 
五
所
川
原
市
民
文
化
会
館
 

入場無料 

講
師
 

テ
レ
ビ
朝
日
 

ニ
ュ
ー
ス
 

キ
ャ
ス
タ

ー
 

主
催
 
囲
五
所
川
原
青
年
会
議
所

協
賛
 
五
 
所
 
川
 
原
 
市

五
所
川
原
市
連
合

P
T
A
 

後
援
 
五
所
川
原
市
教
育
委
員
会
 

郵便受箱の設置にご協力ください。 

郵便局 

主督／東北郵敵局 

後置／鵬政弘済金 

協賢／日本新聞協会‘NHK’電電公社 

東北電力1東北市長会・栗北六頭町村会 

郵便局からのお願い 

郵便局では皆様の大切なお手紙を 

間違いな＜、できるだけ早くお届けするため 

表札郵便受箱の設置促進運動を行っております． 

門や塀に 

ご覧のような規格の受箱を設重して下さいますよう 

皆様の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

気受箱設置促進運動555/4,,, 6/30 

国

税

専
門

官
を

募

集
 
五
所
川
原
税
務
署
 

昭
和

五
十
八

年
度
の
国
税

専

門
官

採
用
試
験

（
大
学
卒
業
程

度

）
の
実
施
要
綱
が

四
月
二

＋

五
日
公

示
さ
れ

ま
し

た
。
 

こ
の
試
験
の
受
験
資

格
は
、
 

昭
和
三
十

一
年
四

月
二
日

か
ら

昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日

ま
で

に
生
ま
れ
た
方
と

な
っ

て
お
リ
、
 

受
験
申
込

受
付

期
間

は
、
五
月

十
六
日

（
月
）
か
ら
五
月
二
十

三
日

（
月
）
ま
で

で
、
申
込
先

は
仙

台
国
税

局
人
事
第
二
課

あ

て
と
な
っ

て

い
ま
す
。
 

試
験
の
日

程
は
次

の
と
お
リ
。
 
 ロ

第
一

次
試
験
 

〇
試

験
日
 

七
月
九
日

（
土
）
 
・十
日

（
 

日
）
 

〇
試

験
地
 

仙
台
市
・
秋

田
市
 

〇
第

一
次
試
験
合
格
者
発
表
 

九
月
一
日

（
木
）
 

ロ
第

ニ
次
試
験
 

〇
試
験
日
 

九
月
十
三
日

（
火
）
 
・
十
四
 

日

（
水
）
の
う
ち

一
日
 

〇
試

験
地
 

仙
台
市
 

〇
最
終
合
格

者
発
表
 

十

一
月
一
日

（
火
）
 

五
所
川
原
郵
便
局

で
は
、
六
月
三
日

（
 

金
）
か
ら
八
日

（
水
 

）
ま
で

の
六
日
間
、
 

当
市
在
住
の
墨

彩
画

家

‘
山
谷
芳
弘
さ
ん

の
「
絵
に
よ
る
ふ
み

展
」
を
本

町
「
中
三
 

」
デ

パ
ー
ト
で

開
催

し
ま
す
。
 

津
軽

に
住
み
、
墨

彩
画
を

通
し

て
津
軽

を
追
求
し

続
け
る
画
 

市
民
自
然
観

察
会
 

5
月
2
2日
に
変
更
 

五
月
十

五
日

（
日
）
に
行
う

予
定
だ
っ

た
 
「市
民
自
然
観
察

会
」
が
都
合

に
よ
り
五
月
ニ

十

二
日

（
日
）
に
変
更

と
な
り
ま

し
た
の
で

お
知
ら

せ
し
ま
す
。
 

当
日

の
集
合
時
間
、
場
所
、
 

会
費
等

は
こ
れ

ま
で
ど
お
リ
で

す
。
 

家

・
山
谷
芳
弘

さ
ん
が
、

山
谷

さ
ん
の
絵

の
理
解
者
小

舘
保
さ

ん

（
青
森
市
新
町

）
に
あ
て

た

手
紙
、

は
が
き
な
ど

約
三
百
点

を
展
示
し

ま
す
。
 

山
谷
さ
ん
の
自

分
の
言

葉
で

飾
ら
ず
、
気
ば

ら
ず
、
素
直

に

書

い
た
手
紙
や
は
が

き
は
、
見

る
人

の
心
を
な
ご

ま
す

こ
と
と

思

い
ま
す
。
 

五
所

川
原
郵
便
局
で

は
、
開

催
期
間
中
、

会
場
に
臨
時
出
張

所
を
設

け
、

こ
れ
ま
で
発
行
さ

れ
た
記
念

切
手
を
再
販

す
る

ほ

か
、
記
念
ス
タ

ン
プ
の
押
印
サ
 

ー
ビ

ス
を
行
い

ま
す
。
 

ま
た
、

五
所
川
原
郵
趣
会
で

は
、

こ
の
機
会
に
山
谷
さ
ん
の

墨
彩
画

に
よ
る
絵
入

り
は
が
き

を
発
行
し
、

津
軽

・
五
所
川
原

の

P
R
を
図
っ

て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
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山谷芳弘の「絵によるふみ展」を開催

―おそろいでどうぞ一 



身体障害者の巡回診査と更生相談 

ロ対象者 

① 身体障害者手帳交付後、あるいは前回の診査後障害 

に変化があり、障害等級の変更、または医療を必要 

とする方。 

② 身体障害者手帳の交付を受けるために、診断を必要 

とする方。 

③ 義肢等の補装具の新調、あるいは修理を必要とする 

方。 

ロ受付時間 

いずれも午前 9 時から午前11時まで。 

ロ診察科目及び日程・場所 

春
の
農
作
業
安
全
運
動
 

i,  
詳しいことは青森県住宅供給公社、または市都市計画 

課へお間い合わせ願います。 

青森県住宅供給公社（ 0177の1625番） 

青森市長島二丁目 1番 2 号 

邑轍 
青森県住宅供給公社では、住宅金融公庫貸付一般分 

住宅と地域特別分譲住宅の購入者を募集します。 

ロ受付期隈 5 月20日圏 

ロ受付場所市都市計画課（廿⑩ 21 1 1番） 

峯申込者が募集戸数を超えた場合は抽せんになります。 

耳 鼻 科 6 月 16 日困 市老人福祉センター 

内 6 月 30 日困 五所川原保健所 

眼 	科 7 月 13 日困 市老人福祉センター 

整形外科 7 月 28 日困 市 福 祉 会 館 

い
！」
と
。
 

o
 

不
慮

の
事
故

に
備
え
て
災

害
補
償
制
度

に
加
入
す
る
・
」
 

と
。
 

（
県
農
業
指
導
課

）
 

分譲区分 公庫融資子定額 自 己 資 金 入居子定時期 

一 般 分 譲 730万円 504万円～636万円 昭和58年10月 

地域特別分譲 750万円～770万円 408万円～420万円 II 

団地名 分譲区分 募集戸数 土地の面積 建物面積 譲渡予定価額 

広 	田 
一 般 分 譲 12 280.09 -382.03m2 90m」の場合 1,234万円～1 ,366万円 

※地域特別分譲 7 258.80- 283. 16m' 85m'の場合 1, 58万円～1,190万円 
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県
で

は
、
農
業
機

械
に
よ
る

農
作
業
事
故
の
防
止
を
図

る
た

め
、

こ
と
し
も
市
町

村
、

農
業

団
体
及
び

関
係
機
関

の
協
力
で
、
 

四
月
二
十
日
か
ら
五
月
三
十

一

日
ま
で

の
四
十
二
日

間
 
「春
季

農
作
業
安
全
運
動
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
の
期
間

特
に
次

の
こ
と
に
留
意
し

て
、
農
作
業

の
安
全

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
 

o
 

ト
ラ
ク
タ
ー
や

ス
ピ
ー
ド

ス
プ
レ
ヤ

ー
は
、
転
倒
転
落

事
故
が
多

い
の
で
十
分
注

意

し
、
ト
ラ
ク
タ

ー
に
は
で
き
 
 

る
だ
け
安
全

フ
レ
ー

ム
を
取

り
付
け
る
こ
と
。
 

o
 

騒
音
や
振
動
の
大

き
い
機

械
で
作
業
を
行

う
と

き
は
必

ず
休
憩

を
と
る

こ
と
。
 

o
 

作
業
環
境
に
十
分
注

意
し
、
 

危
険
な

と
こ
ろ
で
は
無
理
な

作
業
を
行
わ
な
い
。

ま
た
環

境
を
改
善

す
る
こ
と
。
 

o
 

機
械

か
ら
離

れ
る
時

は
、
 

必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
る
一
」
 

と
。
 

o
 

酒
酔

い
、
病
気
な
ど

の
と
き

き
は
機
械
を
絶
対

運
転
し

な
 

「
図
書
館
、
休
館
の
コ
 

rお
 
知
 
ら
 

せ
」
 

市
立
図
書
館
で

は
、
曝
書
 

本

の
虫
ぼ
し
）
の
た
め
次

の
期

問
休
館
し

ま
す
。
 

ロ
休

館
期
間
 

五
月
二
十
二
日

（
日
）
か
ら

五
月
三
十

一
日

（
火
）
 

六
月

一
日
か
ら
平
常
ど

お
リ

開
館

い
た
し
ま
す
。
 

1
法
人
税
の
 

F
申
告
は

正
し
く

ー
 

法
人
税
の
申
告
は
、
確
定
し

た
決
算

に
基
づ
い

て
、
事
業
年

度
終

了
の
日

の
翌
日
か
ら
ニ
カ

月
以
内
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な

リ
ま

せ
ん
。
 

会
社
の
決
算

に
当
っ

て
は
、
 

記
帳
内
容
に
誤
リ
が
な
い

か
関

連
書
類
等
と
十
分

な
検
討

を
し
、
 

正
し

い
申
告
を
し

ま
し
ょ

う
。
 

（
五
所
川
原
税

務
署

）
 

「長
生
き
の
条
件
」
に
つ
い
て
 

医
師
会

と
家
庭
を

結
ぶ
「
 

（
金
）
午
後

一
時
か
ら
 

み
ん
な

の
健
康
教
室

」
が
次
 

ロ
と
こ
ろ
 

産
経
会
館
四
 

の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

階
ホ
ー
ル
 

お
気
軽
に
ご
 
・
‘
ノ

：
>

'

E
t

r
」
 
ロ
講
師
 

出
席
下
さ

い
0
 

・‘
ノ

1

'

！
月
ま
，
‘
 

公
立
金

木
病
院
 

今
回

の
テ
ー
マ
は
、
 
「長
 
医

師
 
江

渡
弾
治

氏
 

生
き
の
条

件
」
に
つ
い

て
で
 

主
催
 
北

五
医
師
会
、

五
 

す
。
 

所
川
原
市
民
保
健

協
議
会
 

ロ
と
き
 
五
月
二

十
七
日
 

豪地域特別分譲住宅とは、一定所得以下の方で住宅金融公庫融資額の割増融資があり、さらに青森県が年 1％相当分の利子補給を 5 年間行うものです。 

‘
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご

協
力
下
さ
い
 

r
 

馴
工
一

ー
く
ー

一

1ノーー
ノ
ー
 

ー
：

一
‘

ー
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